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カンボジア政府統計能力向上計画
カンボジア2008年人口センサス

速報結果の概要

（独）統計センター

野崎 政志
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報告内容

１．速報結果公表式典及び結果利用促進セミ
ナーの様子

２．調査の概要

３．速報結果の概要

４．今後の公表予定
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１．速報結果公表式典及び結果利用促進セミ
ナーの様子
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写真1)公表式典の様子(2008年9月3日)
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写真2)結果利用促進セミナーの様子(2008年9月11日)
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２．調査の概要
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(調査期日)

2008年3月3日 午前零時時点

(調査期間：2月29日～3月13日) 

(調査対象)

カンボジア全24州 約280万の一般世帯

ホテル滞在者、病院･刑務所などの施設への入所者

ホームレス、水上生活者なども対象(現在地主義)

調査の概要
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(調査員数・指導員数)

・調査員：約28,000人

・指導員：約 7,000人

調査の概要
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調査の概要

(調査日程)

2008年2月29日 ～ 2008年3月2日

FormA(世帯名簿)の作成

2008年3月3日 ～ 2008年3月13日

FormB(調査票)の作成

インタビュー形式による調査

調査員が調査票に記入
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速報結果の入力データ

FormBから作成したForm2(調査区別 要計表)を使用

(建物番号、世帯番号、調査票番号、世帯人員(総数・男・女)、

世帯の種類)
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３．速報結果の概要
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速報結果の概要

(人口)

男女の別

調査年 総数 男 女
2008年
人口センサス 13,388,910 6,495,512 6,893,398
1998年
人口センサス 11,437,656 5,511,408 5,926,248

人口
暫定表1 カンボジアの人口 単位(人)

１０年間で約１９５万人の増加
(年間平均人口増加率は、約１．５４％)

(世帯数)

2,832,691 世帯
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カンボジア人口センサス速報結果

(性比)

94.2

(1世帯あたり世帯人員)

4.7 人/世帯

(人口密度)

75 人/㎞2
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地図1)州別人口総数(上位･下位5地域)

①コンポンチャム州
1,680,694

②プノンペン特別市
1,325,681③カンダール州

1,265,085

④バッタンボン州
1,024,663

⑤プレイヴェン州
947,357

①ケップ特別市
35,753

②モンドルキリ州
60,811

③パイリン特別市
70,482

④ストゥントゥレン州
111,734

⑤コッコン州
139,722
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地図2)州別人口密度(上位･下位5地域)

①プノンペン特別市
4,571  人/㎞2

②カンダール州
355  人/㎞2

③タケオ州
237  人/㎞2

④シアヌーク特別市
230  人/㎞2

⑤プレイヴェン州
194  人/㎞2

①モンドルキリ州
4  人/㎞2

②ストゥントゥレン州
10  人/㎞2

③プレアビヒア州
12 人/㎞2

④コッコン州
13 人/㎞2

⑤ラタナキリ州
14  人/㎞2
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地図3)州別年間平均人口増加率(上位･下位5地域)

①パイリン特別市
11.24

②オッドミンチェイ州
8.62

③モンドルキリ州
6.29

④ラタナキリ州
4.65

⑤プレアビヒア州
3.59 

①プレイヴェン州
0.01

②スヴァイリエン州
0.09

③コンポンチャム州
0.44④コッコン州

0.56

⑤タケオ州
0.66
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地図3) 上位･下位5地域における人口増加率 増減事由

①パイリン特別市
・地雷除去活動

②オッドミンチェイ州
・大規模な地雷除去活動
・主要道路の建設
・近隣国、州との通商

④ラタナキリ州
・ゴム農園
・金採掘

⑤プレアビヒア州
・主要道路の建設

【男性労働者の流入】
・活発なインフラ事業
・農業に適した肥沃な土地

【男性労働者の供給源】
・仕事が少なく、
生活水準が低い地域
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カンボジア人口センサス速報結果
(性比)

94.2

調査名 性比
1962年　人口センサス 99.9
1980年　一般人口統計調査 86.1
1993-94年　社会経済調査 91.4
1996年　人口統計調査 91.7
1998年　人口センサス 93.0
2004年　センサス中間年人口調 93.5
2008年　人口センサス 94.2

分析表1 カンボジアにおける性比の推移

クメールルージュによる
男性の大量虐殺

回復傾向
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地図4)州別性比(上位･下位5地域)

①パイリン特別市
105.5

②モンドルキリ州
104.9

③コッコン州
102.3

④ラタナキリ州
102.2

⑤オッドミンチェイ州
101.0

①プノンペン特別市
88.4

②プレイヴェン州
91.2

③スヴァイリエン州
91.8

④コンポンチュナン州
92.3

⑤カンダール州
93.1
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地図4) 上位･下位5地域における性比の傾向

インフラ事業(道路・橋梁建設)や
地雷除去事業などの肉体労働

男性労働者の転入

都市部に多い被服縫製工場への就労
女性労働者の転入
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４．今後の公表予定
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今後の公表予定

○確報集計結果 公表予定
2009年9月
以後・・・
・従業地・通学地集計表(17表)
・人口移動集計表(12表) 
・家族類型集計表(7表) など

○公表方法
・報告書
・HPへの掲載、CDによるデータ提供 など
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2008年人口センサス速報集計結果（和訳）

掲載ホームページ

http://www.stat.go.jp/info/meetings/
cambodia/pdf/pre_rep1.pdf
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（独）統計センター

野崎 政志

(プロジェクトHP)
http://www.stat.go.jp/info/meetings/cambodia/census08.htm


